
西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

３ 2010年5月1日 

楽しいcooking

※くろぎ食の文化祭実行委員会発行「出品料理レシピ集」より 

さくらもち 

穴見ヨシヱ 
黒木町桑原 

［30個分］ 

もち米 ‥‥‥ Ｃ３ 

うるち米 ‥‥ Ｃ１ 

水 ‥‥‥‥‥ Ｃ４ 

 

赤の寒天 ‥‥ 1/2本 

桜の葉 ‥‥‥ 　30枚 

あんこ ‥‥‥ 　600g

①もち米と、うるち米を混ぜ合わせて洗い２～３時間ざ

　るに上げておく。 

②寒天は、さっと洗い小さくほぐして米の中に入れＣ４

　の水で炊く。 

③ごはんを麺棒でついて、あんをくるむ。 

④塩漬けした桜の葉をさっと洗って水気を切って③に巻く。 

※桜の葉（八重桜の葉のほうが風味がよくてやわらかい）

　は春に摘んで、さっと熱湯に通して塩漬けにしておく

　と一年中使えます。 

お節句や友達の集まりに作ります。寒天を入れると米に艶や被膜 
が出来て、柔らかさが長続きします。 

材　　　料 

作　り　方 

山
登
り
だ
よ
人
生
は
！ 

感
動
的
な
る
美
、
阿
蘇
！ 

　
本
校
の
学
習
活
動
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
学
習
は
、
生
徒
が
科
学
的

に
判
断
し
た
り
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
力
を

農
業
教
育
で
身
に
つ
け
さ
せ
る
も
の
で
す
。
花
・

野
菜
・
果
樹
・
米
・
茶
の
栽
培
や
乳
牛
・
鶏
の
飼
育
、

ジ
ャ
ム
、
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
食
品
加
工
及

び
地
域
と
の
交
流
や
環
境
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て

調
査
・
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ま
と
め
た
内
容
を

５
月
20
日
（
木
）
に
校
内
で
発
表
し
、
最
優
秀
に

な
る
と
６
月
16
日
（
水
）
に
筑
後
市
で
開
催
さ
れ

る
福
岡
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
年
次
大
会
に
出

場
で
き
ま
す
。
是
非
、
生
徒
の
学
習
の
成
果
を
見

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

５
月
の
八
女
農
み
ら
い
館
の
開
館
日
は
７
日
・
11

日
・
14
日
・
18
日
・
21
日
・
25
日
・
28
日
、
10
時

30
分
〜
15
時
30
分
で
す
。 

※
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 

"Could you tell me how (to) ~ ?"
～のやり方／～の方法を教えていただけますか？ 

その
 

5 

　
風
薫
る
五
月
、
今
日
も
好

天
に
恵
ま
れ
、
阿
蘇
火
口
西

側
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が

風
が
強
く
砂
塵
が
舞
い
ま
す
。 

　
先
行
き
が
心
配
で
し
た
が

今
日
は
リ
ー
ダ
ー
が
頼
り
に

な
り
ま
す
。
山
仲
間
の
森
師

匠
は
こ
の
道
の
達
人
で
、
彼

の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
で
中

岳
の
尾
根
に
出
ま
し
た
。
こ

の
先
は
左
手
に
大
阿
蘇
の
噴

火
口
を
眺
め
な
が
ら

先
を
急
ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
高
岳
を
通
過

す
る
と
今
日
の
お
目

当
て
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
を
堪
能
す
る
時
が

き
ま
し
た
。
今
年
は

害
虫
に
も
負
け
ず
見

事
に
咲
い
て
い
ま
す
。 

　
初
め
て
の
光
景
に

弘
子
ち
ゃ
ん
が
言
っ

た
。
「
私
は
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
を
見
る
の

が
念
願
だ
っ
た
か
ら

嬉
し
い
幸
せ
ー
」
。 

　
そ
の
後
は
避
難
小
屋
方
面

を
周
回
す
る
と
、
あ
ま
り
の

綺
麗
さ
に
「
生
き
て
て
よ
か

っ
た
」
と
何
度
思
っ
た
事
で

し
ょ
う
。 

　
今
日
も
山
仲
間
と
共
通
の

感
動
を
味
わ
い
、
一
生
の
思

い
出
に
な
る
素
晴
ら
し
い
一

日
で
し
た
。 

八
女
文
化
連
盟
写
真
部
　

樋
口
清
人 左から山キチの私、山の達人森師匠、松本（50年前）のお嬢さん、その妹弘子ちゃんです。 

　前回の会話では、ハワイのホテルにチェンクイ

ンしました。''I'd like an ocean view, 
please!'' とちゃんとお願いして、海側のお部屋が
取れました。 

　さて、ようやく部屋に入ったのはよかったので

すが、エアコンの温度調節や金庫の使い方がよく

わかりません。 

 
フロントへ電話をかける

 

A) Excuse me, could you tell me how the 
air conditioner works?  
（すみません、エアコンの使い方を教えていた

だけますか？） 

B) Sure! There's a control panel by the 
bed. Can you see it? 
（もちろん。ベッドのそばに調整パネルがあり

ます。見えますか？） 

A) Uh…　Yeah!  I got it!　Thank you! 
（えぇっと…はい！ありました！ もう、だい

じょうぶです） 

Oh!  I also don't know how to use the 
safe, either. Could you tell me how to 
use it?
（金庫の使い方もわからないのですが。使い方

を教えていただけますか？） 

B) All right. We'll send someone to your 
room.
（了解しました。お部屋に人を寄こします。） 

A) Yeah, thanks!  I really appreciate it!   
（はい、ありがとう！　とても助かります。） 
 

　前回（その４）のフレーズ復習 

　I would like to ~.
（～をしたい、～がほしい　＊丁寧な表現） 

ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

黒
潮
に
ロ
マ
ン
を
求
め
て 

高
知
編 

　
３
月
の
第
２
週
目
、
仕
事

絡
み
で
高
知
市
内
へ
行
く
機

会
が
あ
っ
た
。
「
釣
り
バ
カ

日
誌
」
の
場
面
が
脳
裡
を
よ

ぎ
り
（
笑
）
、
１
日
前
倒
し

で
出
発
し
た
。
龍
馬
空
港
に

は
釣
り
仲
間
が
ス
タ
ン
バ
イ

し
て
お
り
、
す
ぐ
さ
ま
荷
物

を
積
み
、
一
路
柏
島
へ
走
る
。

柏
島
へ
は
37
年
前
に
家
族
で

訪
れ
た
事
が
あ
り
、
し
ば
し
、

当
時
の
想
い
出
に
浸
る
。
オ

ヤ
ジ
と
愛
犬
以
外
は
ま
だ
元

気
で
あ
る
。
四
国
南
西
部
に

あ
る
こ
の
島
は
黒
潮
が
押
し

寄
せ
、
多
彩
な
魚
の
宝
庫
で

あ
る
事
は
有
名
だ
。
マ
グ
ロ
、

カ
ツ
オ
、
ハ
タ
類
、
希
少
種

の
ア
カ
メ
も
生
棲
し
て
い
る
。

渡
船
「
黒
潮
丸
」
に
乗
り
、

超
有
名
ポ
イ
ン
ト
の
ム
ロ
バ

エ
群
礁
の
一
角
に
降
り
立
つ

事
が
出
来
た
。 

　
早
春
の
こ
の
時
期
石
鯛
系

の
魚
は
ま
だ
深
場
に
い
る
事

が
多
く
、
従
っ
て
狙
う
の
は

20
ｍ
〜
30
ｍ
と
深

い
層
を
釣
る
。
エ

サ
も
食
べ
や
す
い

貝
類
の
ム
キ
身
が
主
で
あ
る
。

足
元
の
海
流
は
黒
潮
の
影
響

を
受
け
、
さ
な
が
ら
筑
後
川

の
中
流
域
の
速
さ
だ
。
心
が

弾
む
。 

　
途
中
、
ア
ラ
カ
ブ
、
イ
シ

ガ
キ
ダ
イ
が
釣
れ
て
く
れ
、

退
屈
せ
ず
に
釣
に
没
頭
で
き

た
が
、
本
命
の
ク
チ
ジ
ロ
石

鯛
に
は
会
え
ず
に
納
竿
と
な

る
。
潔
ぎ
良
く
諦
め
、
周
囲

の
釣
果
を
覗
い
て
み
る
と
70 

cm
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
フ
エ

フ
キ
鯛
が
松
山
の
友
人
に
釣

れ
て
い
た
。
「
さ
す
が
暖
流

系
の
黒
潮
バ
イ
」
と
つ
ぶ
や

き
高
知
市
内
で
の
飲
み
会
に

備
え
た
（
笑
）
。
い
や
ー
ボ

ー
ズ
も
釣

の
一
部
で

す

か

ら

…

。

さ

て
、
次
回

は
屋
久
島

へ
… 

磯
の
旅
人 

　
高
校
に
入
っ
た
ら
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
に
入
ろ
う
と
決
め
て
い
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
が
楽
器
未
経
験
の

新
入
部
員
た
ち
。
４
か
月
後
に
演

奏
会
が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
、
そ
れ

を
目
標
に
し
た
毎
日
が
始
ま
り
ま

し
た
。
は
る
か
に
大
人
に
見
え
た

２
年
生
３
年
生
の
先
輩
。
そ
の
足

を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
と
、
た

だ
た
だ
必
死
で
練
習
し
ま
し
た
。

満
員
の
市
町
村
会
館
、
緊
張
の
中
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
ア
ン
コ
ー

ル
の
曲
ま
で
吹
き
終
え
ま
し
た
。

30
年
間
続
い
て
き
た
定
期
演
奏
会

の
、
第
１
回
目
で
し
た
。 

　
高
校
時
代
と
い

え
ば
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
し
か
思
い
出
さ

な
い
と
い
う
く
ら

い
、
部
活
に
明
け

暮
れ
た
毎
日
で
し

た
。
３
年
前
、
Ｏ

Ｂ
と
の
共
演
と
い

う
企
画
で
定
期
演

奏
会
に
出
演
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
達
が
高
校

生
の
と
き
顧
問
だ

っ
た
椿
先
生
が
、

ま
た
八
女
高
校
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
、

久
し
ぶ
り
に
先
生
の
指
揮
で
演
奏

で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

部
室
の
賑
わ
い
、
草
木
の
匂
い
、

早
朝
練
習
の
空
気
の
冷
た
さ
、
す

べ
て
が
新
鮮
な
体
験
だ
っ
た
あ
の

頃
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

今
年
30
回
目
を
迎
え
る
こ
と
を
本

当
に
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

記
念
の
演
奏
会
と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
も

参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
元
気
あ
ふ
れ
る
高
校
生

た
ち
と
、
楽
し
く
演
奏
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

八
女
高
校
36
回
生
　

芳
司
　
和
代 

（
１
５
９
２
ｍ
） 

輝く 
八女農業高等学校 

当
時
の
演
奏
会
出
演
者 

祝 八女高校吹奏楽部 
第30回記念定期演奏会 
５月２日サザンクス筑後 


